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①租税教育の充実に向けて ②授業実践報告 ③成果と課題

租税教育の充実に向けて

小学校学習指導要領(平成29年告示)解説より

租税教育推進関係省庁等協議会総会より 国税庁HPより

租税教室の実施
■「租税の役割」については、租税が国や県、市によって行われている対策や事業など
の費用として使われていること、それらは主に国民によって納められた税金であるこ
となどを理解できるようにする。

■その際、限られた財源をどのように配分するのかを決める責任は、国会や地方
議会などの制度を通して、国民や住民にあることに触れるようにする。

■各省庁から学校等関係機関、地方自治体及び国税局・税務署の各関係機関に対し、引
き続き、租税教育の充実について周知徹底を図ることについて合意がされている。

■租税教育の推進・充実を図る観点から、次代を担う児童・生徒に、国や地方公共団体
の財政を支える税の意義や役割を正しく理解してもらうことを目的としている。

■租税教室の開催や租税教育用副教材の発行等の各種事業を行っている。

■次代を担う児童・生徒等が、民主主義の根幹である租税の意義や役割を正しく
理解する。

■社会の構成員として税金を納め、その使い道に関心を持ち、さらには納税者と
して社会や国の在り方を主体的に考えるという自覚を育てることを目的とし、
租税教育の充実に向けて支援を行っている。

■１学期に、越谷税務署の職員の方をお招きして租税教育を実施した。

■「なぜ、税金を納める必要があるのか。」クイズやDVD「マリンとヤマト 不思議な
日曜日」視聴を通して、租税の役割について学びを深めることができた。

■事前の打ち合わせでは、子どもたちに身近な消費税について、詳しく解説をしてもら
うことや、日本と世界の消費税率の比較資料の提示などを税務署の方に依頼し、子ど
もたちが税金に興味・関心を高められるように配慮した。
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■政策の内容や計画から実施までの過程、法令や予算との関わりなどに着目して、見学・調査したり各種の資料で調べたり
してまとめることで国や地方公共団体の政治の取組を捉える。

■国民生活における政治の働きを考え、表現することを通して、国や地方公共団体の政治は、国民主権の考え方の下、国民
生活の向上を図る大切な働きをしていることを理解できるようにする。

■主体的に学習問題を追究・解決する態度を養う。

単元計画作成にあたって～小単元「子育て支援の願いを実現する政治」～
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地域子育て支援センター「にこにこ」は、越谷市
が作った公共施設であり、子どもをもつ親たちの
さまざまな願いをかなえる工夫がされている。

地域子育て支援センターで安全で安心できる活動や
子育て支援活動を行うため、市長の下で市役所が法
律にもとづき、市民の要望や市の実態をふまえて計
画を立て、予算を計算して建設し、運営している。

地域子育て支援センターは、市の提案にもとづき、
市民による選挙で選ばれた市議会議員が、市議会
で計画や予算を決定して建設されている。このよ
うに、市民と市議会は密接に関わっている。

地域子育て支援センターを建設するための費用に
は、市民や会社などから集められた税金や、国や
県からの補助金などが使われる。税金は、わたし
たちの生活や社会を支える大切なものである。
みんなの願いを実現するためには、さまざま
な人の声を聞き、さまざまな立場になって願
いを考え、積極的に意見を伝えることが大切
である。

【思考・判断・表現】子どもをもつ親の願いに着目し
て、地域子育て支援センターの建設について問いを見
出している。（発言・ノート）

●公共施設
●地域子育て支援センター
●子育て支援

●市役所 ●市長
●計画案 ●予算案
●申請 ●補助金

社会的事象 用語・語句主な評価

【知識・技能】必要な情報を集め、読み取り、市民の
要望をもとに、法律に基づき市役所で計画を立て地域
子育て支援センターを建設・運営していることを理解
している。（発言・ノート）

【知識・技能】必要な情報を集め、読み取り、地域子
育て支援センターは、市議会で計画や予算を決定して
建設されていることについて理解している。
（ワークシート）

【思考・判断・表現】地域子育て支援センターの建設
や運営に税金や補助金が使われていることの意味を考
え、まとめている。
（発言・ワークシート）

【主体的に学習に取り組む態度】よりよい社会を考え
学習したことを社会生活に生かそうとしている。
（発言・ノート）

●市議会 ●市議会議員
●選挙 ●条例
●請願 ●傍聴

●税金
●納税

●さまざまな立場
●多様な意見

本時
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■児童が、より興味・関心を持って学習に取り組めるようにするため、越谷市にある地域子育て支援センターを事例地とし
て取り扱った。授業に必要な資料を作成する上で、越谷市役所や地域子育て支援センターに取材を実施した。
■越谷市役所では、子ども施策推進課や保育施設課に問い合わせ、地域子育て支援センター「にこにこ」の建設費などを調
べた。
■地域子育て支援センター「にこにこ」に伺い、所長から運営にあたって心がけていることや、実際に「にこにこ」を利用
した保護者の声を知ることができた。また、館内の写真を撮らせていただき、資料の作成に生かすことができた。

越谷市役所及び地域子育て支援センターとの連携
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【目標】市民の願いを実現するために税金が重要な役割を果たしていることについて、考えたことを表現する。
【評価】地域子育て支援センターの建設や運営に税金や補助金が使われていることの意味を考え、まとめている。

（思考・判断・表現）（発言・ワークシート）

地域子育て支援センター｢にこにこ｣の建設費などは、どこからお金が出ているのでしょうか。

① 導入

② 展開

③ まとめ

前時（市議会の働きについて）の学習内容について。

地域子育て支援センター｢にこにこ｣のかかる建設費について

越谷市の収入（歳入） ■税金の役割及び意義

市の予算の使われ方

本時のまとめ

振り返り

主な学習内容 主な学習活動

課題

 前時の振り返りを行う。

 建設費にどれくらいのお金がかかっているか予想する。

 配付資料をもとに、市の収入（歳入）の項目及び金額を調べる。

 配付資料をもとに、利用者が０円で利用できるようにしている理由を考え、グループで
話し合う。

 本時のまとめを自分の言葉で書く。

 本時の振り返りを視点に沿って行う。
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導入

①越谷市議会の働きを振り返り、市議会の議決によって
予算が決められていることを確認。

②地域子育て支援センターの建設費はどれくらいか、
三択クイズに挑戦。

③建設費の約2億4‚500万円は、どこから出ているかを予
想する。

地域子育て支援センター｢にこにこ｣の建設費
などは、どこからお金が出ているのでしょう
か。

課題

出典：「こしがやしのよさん2023」
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展開①

■配布資料をもとに、越谷市の収入(歳入)
について調べ、気が付いたことを記述
する。

出典：「こしがやしのよさん2023」

■市の収入の中には、国や県からの補
助金(地方交付税・国庫支出金・県
支出金)や市債などがあることに気
付かせる。

■税金の使い道は、市民の代表が集ま
る市議会の話し合いによって決めら
れていることを確認する。
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展開②

■配付資料をもとに、利用者が０円で地域子育て支援センターを利用できるようにしている理由を考え、グループで話し合う。

■税金で運営されてい
ることに着目するこ
とで、収入に関係な
く、市民全体が利益
を得られることに気
が付く児童の姿が見
られた。
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当日の板書

■展開②で考えた内容を、グループで話し合い、まとめた意
見を全体の前で発表する場面を設定した。

■まとめは、課題に正対するように、自分の言葉で書くよ
うに指導している。
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成果

■社会科の「子育て支援の願いを実現する政治」の単元において、扱う事例地を、新方小学校付近にある
地域子育て支援センター「にこにこ」にすることで、児童が興味・関心をもって学習に取り組めるように工夫
した。

■実際に地域子育て支援センター「にこにこ」を利用したことのある児童がクラスに数名いたことから、より身近
に感じてもらうことができたと考える。また、単元計画を作成するにあたり、越谷市役所の子ども施策推進課
や保育施設課にご協力をいただき、電話取材を行ったり、地域子育て支援センター「にこにこ」へ伺い、所長
から運営に関するお話や利用者の声を聞いたりすることができた。そのため、「たくさんのお金が使われている
にもかかわらず、利用者が無料で利用できることの意味」を考えるうえで、効果的な資料が作成できた。

■本時では、これらの資料を活用することで、児童は「租税の役割」について、租税が国だけでなく、県や市に
よって行われている事業などの費用として使われていることに着目し、税金の意味について自分なりの考えを
持つことができた。

■また、地域子育て支援センター「にこにこ」で行われている講座などが無料で利用できることについては、所長
の話や利用者の声をもとに、税金で運営されているのは、収入に関係なく、誰でも利益を得られるためである
と気づくことができた児童も見られたため、「租税の役割」について、有意義な学習を行うことができたと考える。
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課題

■事前に行ったアンケート結果から、児童の税金に対するイメージは、ネガティブな内容が多く見られた。メディ
アでもよく取り上げられている「増税」に関する報道や、児童にとって身近な消費税等が影響していると思われ
る。
■私自身、日常生活の中で、警察署、消防署、公園などを利用しているが、これらの運営費等が、私たちの負
担している税金によって成り立っているところまでは、あまり意識することなく利用していた。また、固定資産税や、
所得税等、徴税額に対する負担感を拭えないところがあった。

■本実践を通して、私自身、あらためて税金によって私たちの生活が成り立っていることを実感することができ、
その税金の使い道について国や地方公共団体がどのような予算を作成し、議会でどのように予算を決定して
いるのか関心が高まった。教師が学習内容を自分事として捉えることも、社会科（特に公民分野）では、大
切であると感じた。

■税金は、義務として納めなければならないというだけではなく、自分たちの未来を豊かにしていくものであること
を、高学年だけでなく、低学年の児童にも発達段階に合わせて適切に指導を行うことが、児童の税金に対する
ネガティブなイメージを払拭していくために必要であると感じた。低学年のうちから継続して指導する例として、
「学校で使用する電気や水道を節電、節水することの大切さ」がより理解できると考える。租税教育は、学年
の発達段階に合わせて、丁寧に指導する機会を設けていくべきであると、この実践を通して強く感じた。


